
落 五 便 り  

 

周年行事が本格的に 

            副校長 湊  仁   

5 月 24 日 (土 )に行われた運動会には多くの方

が来校し、運動会を盛り上げていただきました。 

小規模校の特性を遺憾なく発揮し、どの子も

全力で運動会に取り組みました。 1･2･3 年生は

７種目 (全校競技２種目・短距離走・演技・競技・

踊り・リレー )  、 4･5･6 年生はマーチングを加

えた８種目に参加しました。応援団の子や 5･6

年生の係児童の子は、演技の合間を縫って、担

当の仕事に取り組みます。  

短期間の練習にも関わらず、見事な出来ばえ

でした。この運動会を終え多くの子どもたちが

達成感や協力することの大切さを学びました。

さらに高学年は、責任感や主体性を大いに伸ば

しました。  

さて、今年は開校 60 周年を記念してのイベ

ントが行われます。その先駆けとして、60 周年

記念運動会を開催しました。また、ＰＴＡから

は周年のお祝いとしてテントを寄贈していた

だきました。ありがとうございました。  

運動会では、随所に 60 周年をお祝いする工

夫があり、周年をお祝いする気運が一気に高ま

ってきました。その工夫の 1 つとして、プログ

ラムに「落合音頭」が加わりました。  

昨年度の 3 年生は、地域に伝わる落合音頭に

ついて学習しました。地域の方に落合の地域の

歴史を学び、その良さを歌と踊りに込めて、残

したという「落合音頭」。今年はそれを全校に

広め、運動会で初めて、お披露目をしました。 

  さらに、今月は 13 日に航空写真を撮ったり、

18 日の開校記念日に開校記念集会を行ったり

する予定です。60 周年をお祝いする行事が本格

的に増えてきます。落合音頭同様、この節目の

年に、『地域を知り、地域とかかわり、地域を

語れる子の育成』を目指していきます。そして、

学校や地域に愛着をもつ子どもたちになって

欲しいとの願いを込めて、全教職員で取り組ん

でいきます。 
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                   ６月号 

新宿区立落合第五小学校  

日 曜  ６ 月  の 行  事  予  定  

１ 日   

２ 月  全校朝会  美術鑑賞教室 (5年 ) 特時A 

３ 火  避難訓練（煙体験） 

４ 水  外国語活動  交通安全教室（全）3校時                               

５ 木  かがやき集会  委員会活動③ 

６ 金  ゲーム集 会  地 域 清 掃 （ 2 ・ 4年 ）  教 育 実 習 終  特 時 A 5時 間 授 業  

７ 土   

８ 日   

９ 月  全校朝会  特時A 

10 火                                  

11 水  外国語活動                            

12 木  かがやき集会  クラブ活動③ 

13 金  
飼育栽培委員会発表   航空写真  

プール前検診  水着販売  

14 土  
学校公開始  3時間授業 (給食なし) 

学校説明会  セーフティ教室 (4～6年 ) 

15 日   

16 月  全校朝会  国際理解教室 (34年 ) 特時A 

17 火  学 校 公 開 終  音 楽 鑑 賞 教 室 ( 6年 )  セーフティ教 室 ( 1～ 3年 )  

18 水  開校記念日  60周年記念集会  外国語活動  

19 木   

20 金  かがやき集会  プール準備 (6年 )  

21 土  落五まつり 

22 日   

23 月  全校朝会  水泳指導始  特時A 

24 火  プラネタリウム見学 (６年 ) 

25 水  外国語活動  

26 木  研究授業 (6年 ) 4時間授業 (１～5年 ) 

27 金  音楽朝会  

28 土   

29 日   

30 月  全校朝会  特時A  

 

生活目標：正しい言葉づかいをしよう。  

保健目標：つゆ時を健康にすごそう。  

     歯を大切にしよう。  

給食目標：よくかんで食べよう。  

 



６年生 運動会を終えて 

６年担任 西島 秀一 

 5月 24日(土)の運動会に向けて６年生の子どもたちは、

それぞれの思いを胸に抱きながら頑張ってきました。小

学校生活最後の運動会、悔いのないよう練習や準備に励

んできました。驚くべきことに、落五小の高学年は 8種

目の演技・競技に参加するだけでなく、応援団や準備係、

審判係、放送係と役割をもち、出番でなくとも忙しく仕

事に奔走しなければなりません。 

運動会の練習期間の 2週間ほどで、それらの全てを頭に

入れ、次々と仕事をこなす 6年生を見て、立派になった

と感心されられました。 

 練習の多くは、やはり組体操

に費やされました。それだけの

価値が十分にありました。友だ

ちを下で支える子がしっかり

していれば、技は成功するよう

に思いがちですが、それだけで

は成り立ちません。実は、上に

乗る子が下の子を信頼し、堂々

としていなければ、技は崩れてしまうのです。その信頼

関係は、練習の中で、一つ一つの技に挑戦し、完成する

喜びや達成感を共有することで、育まれていきます。そ

の信頼関係を基に難易度の高い技にも挑戦できるように

なるのです。 

また、子どもたちは、本番もそう

ですが、本番以上に練習を大切にし

てきました。誰一人としていい加減

に練習をしている子はいませんで

した。目を輝かせ、真剣そのもので

した。その成果が、運動会当日のあ

の子どもたちの姿だったと思いま

す。この運動会を終えて、また一つ身も心も成長した 6

年生。今後も尐しずつ成長している子どもたちの姿をぜ 

ひ、ご覧いただきたいと思います。 

 ここでがんばれたことを誇りに思い、今後も様々な壁

を乗り越えてほしいと思います。残り 9カ月の小学校生

活、落五小の看板を背負う 6年生にあたたかい励ましの

エールをお願いします。 

 

学校公開 

教務主幹 佐藤 順 

 1 学期の学校公開を 6 月 14 日（土）、16 日（月）、17

日（火）の期間で、行います。 

各学年の授業の公開の他に「セーフティ教室」や「国

際理解教室」等も予定しています。ご多用の折りとは存

じますが、多くの保護者や地域の皆様に参観していただ

きたいと思いますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

セーフティ教室 

担当 西島秀一 

 平成 26 年 6 月 14 日の学校公開日にセーフティ教室を

行います。今年度は、1～3 年生と 4～6 年生に分かれて、

以下の日程で実施することになりました。 

●平成 26 年 6 月 14 日(土)10:45～11:30 

  ４～６年対象「ネット安全教室」 

●平成 26 年 6 月 17 日(火) 10:45～11:30 

  １～３年対象「あんしんしておるすばん」  

 4～6 年生には、日々刻々とめまぐるしく変化する社会

に対し、インターネットを通したコミュニケーションの

仕方やトラブルの予防について、1～3 年生には、今後一

人で留守番をする機会も多くなる年頃ですので、留守番

時に気を付けることの指導を計画しています。保護者や

地域の皆様と安全について考えるよい機会としたいと思

いますので、是非、ご参加ください。 

 

６０周年記念集会に寄せて 

         特別活動部主任 武藤真純           

今年度の開校記念集会は 60 周年ということもあり、１

時間のロング集会となります。集会の内容も 60 周年にふ

さわしいゲストのみなさんをお呼びする予定です。また、

今回の集会は例年のように代表委員会で進める部分と落

五小の特色である「かがやき班」をいかした活動の二本 

立てを考えています。 

かがやき班を生かした活動では、ゲームをしながらバ

ースディケーキを作ったり、歌ったり踊ったりする楽し

いプログラムを計画しています。当日は保護者の皆さま

にもお子さんの様子を参観していただこうと思います。

ぜひ、ご参観ください。 

他にも特別活動部としては 60 周年を祝う取り組みと

して「周年記念航空写真の図案募集」や「周年記念バッ

ジの作成」などを進めています。 

今年１年間は、学校をあげて 60 歳の誕生をお祝いして

いきます。 

 

水泳指導・プール開き 

          水泳担当 西島 秀一 

 6 月 23 日(月)から水泳指導が始まります。水着や帽子

のサイズ、学年表示、記名などの準備をお願いします。 

 高学年の児童には、できるだけ続けて長く泳ぐこと、

中学年では、浮くこと、低学年には、水中で元気よく遊

ぶことを中心に指導していきます。 

 人は、訓練されなければ泳げるようになりません。す

ぐに平泳ぎやクロールの練習に取り組ませたくなるもの

ですが、浮く感覚や浮いて進む感覚を十分身に付けるこ

とが大切です。本校では、子どもの発達段階にあった指

導をするよう心がけていきます。                                                                            


